
82年生まれ、キム・ジヨン

チョナムジュ (著) 
斎藤真理子(訳)
出版：筑摩書房

929.13 /ﾅ 

韓国で130万部を突破し、日本を含む32の国と
地域で翻訳されたベストセラーでタイトルにもある
キム・ジヨンの人生を振り返っていき、彼女が社
会から傷つけられ、心が崩れていく様子が描か
れています。
社会問題に触れながら、韓国女性が社会で感じ
ているプレッシャーや負担が炙り出された本作は
一部の男性層から反発を受け、社会現象になる
ほどのインパクトを与えました。女性が生きていく
中で押し付けられる「常識」、当たり前」といった
差別や困難が描かれており、読んだ後は様々な
考えが浮かんでくるでしょう。

スタッフおすすめ図書コーナー

戦争は女の顔をしていない

小梅けいと(作画)
スヴェトラーナ・
アレクシエーヴィチ(原作) 
速水螺旋人(監修)
出版：KADOKAWA

726.1/ｺ 

第二次世界大戦でソ連軍に従軍した女性たちの
記録をまとめた戦争文学で2015年にノーベル文
学賞をコミカライズしたものになります。
100万人以上もの女性が駆り出され、看護婦など
の後方だけでなく銃を持って前線に出ることもあり
ました。戦場という極限状態の中で追い込まれ、
体にも心にも傷を負った女性たちを待っていたの
は賞賛ではなく、偏見と差別でした。
マンガにしたことで、ソ連の状況や女性たちの心
情がわかりやすくまとめられています。
パレスチナやウクライナの問題が起きている今だ
からこそ多くの人に読んで欲しい作品です。

平塚らいてう 
信じる道を歩み続けた
婦人運動家
 
差波亜紀子(著)
出版：山川出版社

289.1 /ｻ 

個人として、母として、らいてうは時代のなかで
自分の可能性を存分に追求した。日本が欧米に
ならって強い国家を急いでつくりあげようと奮闘し
た明治時代、将来母となる女性の教育も、急速に
拡充された。新しい知識と自信をえた若い女性た
ちは、伝統的な性別役割観念や道徳と対立し、悩
みを深めた。らいてうはそんな女性たちのなかか
ら臆せず声をあげ、羨望と非難とを一身に集めて
世に出た。そして母となってからは、親としての責
任を自覚し、自分ができる範囲の社会改良活動を
志した。本書は、婦人参政権運動や平和運動など、
その時々の課題に取り組み続けた生涯をたどる
一冊です。

フェミニズムがひらいた道

 
上野 千鶴子(著)
出版：ＮＨＫ出版

367.1 /ｳ 

学校で習った「男女雇用機会均等法」や「男女共
同参画社会基本法」。これらは、真の男女平等を
実現するものではなかった? フェミニズムはなぜ生
まれ、何を変え、何を変えられなかったのか。その
流れを「四つの波」に分けてコンパクトに解説。第
一波は、平塚らいてうや伊藤野枝ら『青鞜』の運動
等の女性の権利・参政権を求めるもの。
「フェミニズム」とは？と思っている方にぜひ読ん
でもらいたい入門書です。

講座関連本や人気漫画が所蔵しました！
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